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PHIGS89概説(Ⅱ)

佐藤周行*

PHIGS89概説II

1　はじめに

前回([2])はPHIGSにおける図形の構成単位である出力基本要素について解説した。実際の意味の

ある「図形」 (=モデル)は出力基本要素の単純、または複雑な組み合わせでできているわけである。今

回はまずそのモデルをどう構成していくか、また編集していくかを現明する。

次にPHIGS　における入出力の扱いについて説明する。対話的グラフィックスにおいては入出力を

どう組み込むかということは基本的な問題である。ここではセンター2階に設置のPHIGS専用F6247

システムを対象にキーボードやタブレットがどう位置付けられ、扱われているかを解説する。最後に出

力として一般のデータセットを指定する方法について簡単に説明する0

前回では具体的なプログラムがほとんどなく読者は実感がわかなかったかもしれない。今回はそれを

反省し、付録に小規模な具体例をソースプログラムの形であげている0 (呼び出し形式についての説明

を省いているサブルーチンがあるので細部を理解するにはマニュアルが必要であるが)参考になればと
思う。

2　ストラクチャ

前回PHIGSにおける図形の構成単位である出力基本要素について解説した　PHIGSではそれらを

組み合わせてひとつの「図形」 (-モデル)を構築するわけである。これら操作対象となる「図形」の単

位をストラクチャ(structure)と呼ぶ。
モデルの編集はストラクチャの編集と言う形で実現される。

2.1ストラクチャを開く/閉じる(前回の復習)

前回説明したPOPSTはストラクチャを編集するために対象となるストラクチャを「開く」というこ

とを意味する。ストラクチャの管理はプログラム側でID(integer)をふって管理する。同時に開くこと

のできるストラクチャは1個である。

PcLSTは開いているストラクチャを「閉じる」サブルーチンである。

POPST(strid)

integer strid

PCLST

2.2　ストラクチャをポストする(前回の復習)

出力ワークステーションにストラクチャ出力を指示するには「ワークステーションwkid」と　rスト

ラクチャstrid」を表示の優先度priorityとともに指定する。
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解　　　　説

PPOSTC甘kid, strid, priority)

integer wkid, strid

real priority

POSTされているストラクチャ　に対して編集その他を行なう時にそれが表示にどう反映されるかは

ワークステーションによって異なる。

F6247ディスプレイシステムの場合即座に画面に反映されるようになっている。これを利用すると

対話的に図形を変化させることが可能になる。

例1 (F6247でストラクチャの編集の結果を画面にすぐに反映させる)

POPPHC99.0)

C Open F6247.

POPWKCwkid, 1,1)

POPST(strid)

C

C Post the structure strid to F6247.

C

PPOSTCwkid, strid, 1.0)

C

C NOW the structure strid is open, so the result of editing is

C reflected on the screen.

PCLST

具体例がプログラム例A,Bに与えられているので参照すると良い。

rポスト」された状態のストラクチャはPUPOST (Phigs UnPOST)によりポスト状態を解消でき

る。

PUPOSTCwkid, strid)

integer wkid.strid

2.3　ストラクチャに設定できる要素

ストラクチャに書き込むことのできる要素は以下のものである。

●出力基本要素

●属性

●座標変換要素

Structure実行要素

●　ラベル

以下、各々について具体的に説明する。

2.3.1　出力基本要素

2.3.2　属性

これら2つについては前回解説したので省略する。
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pHIGS89概説(I)

ストラクチャ1　　　ストラクチャ2　・-　ストラクチャn

l l ∫ モデリング座標系

ワークステーション

1

図1:座標系の変換

2.3.3　座標変換要素

これまでも出力基本要素を指定する際には座標の指定が必要だった。この座標を特にモデリング座

標系による座標という。図形はストラクチャにローカルなモデリング座標系によって記述され、最後に

グローバルなモデリング座標の変換を受けて表示される(図1参照)。

ストラクチャ生成にあたっては各要素を並べていくわけだが、その座標系を途中で変換していくこ

とができる。これをするのが座標変換要素である。座標変換要素は3次元デカルト座標系上でのアフィ

ン変換の4 × 4の表現行列で指定する。

なお、 2次元の場合の表現行列は3×3になるが本質は同じなので本稿では解説を省略し、以後3次

元の変換のみを扱うことにする。

PSLMT3 (Phigs Set Local transformation MaTrix 3)

PSLMT3(matrix, mode)

real matrix(4,4)

integer mode

modeに応じてローカル変換マトリックスXFRMTは以下のように変換される

冊…≡i:XFRMTxmatrix

matrixxXFRMT

matrix】監

ローカル変換マトリックスのスコープは編集対象になっているストラクチャ内である。全ストラク

チャにわたって変換を放す場合は以下のものを用いる。

PSGMT3 (Phigs Set Global transformtaion MaTrix 3)

PSGMT3(matrix, mode)

real matrix(4,4)

integer mode

例として座標変換を施しながら線を引いていって☆型を作っていくストラクチャをあげる。

例2 (☆をつくる) ☆型を作る方法のうち、一番安易なのが以下の方法である。

1.原点から一方向に線分を引く。
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解　　　　説

2.座標系を6/57T回転させてさらに原点を線分のもう一つの端に持っていく。

3.上のプロセスを5回繰り返す。

さて、プログラムAから☆を定義しているストラクチャstarを抜き出してこよう。 Aはデモの見

栄えその他を気にしていろいろ飾りがついているが本質は以下の部分のみである。 xfrmtは「座標系を

6!5汀回転させてさらに原点を線分のもう一つの端に持っていく」変換に対応する4×4の行列になって

いる。読者は下のプログラムが上の方針を忠実に反映していることを読みとられたい。なお、プログラ

ムAの実行結果を図Aにのせる。座標系の変化の様子を読みとることができるだろうo

real ulinex(2) ,twozero(2)

data ulinex/0.0,2.0/,twozero/0.0,0.0/

real xfrmt(4,4)

call pbltm3(0.0,0.0,0.0,2.0,0.0,0.0,0.0,0.0,

1.2 * PI, 1.0,1.0,1.0,errind,xfrmt)

C draw a star

call popst(star)

C draw a unit line, transform the coordinate system,

C draw a unit line again,

do 100 i=l,5

call ppl3(2.ulinex ,twozero ,twozero)

call pslmt3(xfrmt , after)

100　continue

call pclst

アフィン変換に対しては特に表1に示すようなユーティリティを用意し、変換行列の計算に便宜を

はかっている。一例として付録で用いているルーチンPBLTM3の呼び出し形式をあげる。その他のルー

チンについてははマニュアルを参照すること。

PBLTM3(Phigs BuiLd Transformation Matrix)

PBLTM3(xO,yO,zO, dx.dy.dz, thetax,thetay,thetaz, fx.fy.fz.err, xfrmt)

real xO,yO,zO, dx.dy.dz, thetax,thetay,thetaz fx.fy.fz

integer err

real xfrmt(4,4)

このサブルーチンはxfrmtに以下の変換を施す行列を返す。

1. (xO,yO,zO)を原点に

2・各軸(x,y,z)に対して(fx,fy,fz)だけ拡大/縮小し、

3・原点を通り各軸(x,y,z)に平行な線を中心にしてそれぞれ(thetax,thetay,thetaz)(ラジアン)だ
け回転し

4・さらに(dx,dy,dz)だけ平行移動する。

九州大学大型計算機センター広報
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PHIGS89概説(1)

表1:変換行列の計算用のユーティリティ

2.3.4　ストラクチャ実行要素

他のストラクチャもストラクチャの構成要素になる。ストラクチャを呼び出すにはPEXSTを用いる。

PEXST(Phigs EXecute STructure)

PEXST ( strid)

integer strid

この場合、座標系はストラクチャのモデリング座標系を、属性もストラクチャの属性を引き継ぐ。

例として球面を3個並べる水分子模型を作るプログラムB　を見てみよう。ここではストラクチャ

sphにおいて球面を定義し、ストラクチャwaterにおいてその球面を3回呼び出している。ストラク

チャ甘aterの該当部分を切り出して見よう。

例3 (ストラクチャwaterのごく単耗な定義)プログラムBの定義とはラベルの部分を除いて一致す

る。

call pbltm3(0.0,0.0,0.0,0.5,0.5,0.5,1.0,0.0,1.0,0.1,0.1,0.1,

errind. xfnnt )

call popst(2)

C sphere 1

call pslmt3(xfrmt,2)

call psici(l)

call pexst(l)

C bond 1

call pp13(2,pplx,pply,pplz)

C bond　2

pply(2) = -1.0

call ppl3(2,pplx,pplyfpplz)

C sphere 2

call pbltm3(0.0,0.0,0.0,pplx(2),1.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.66,0.66,0.66,

errind. xfrmt )

call pslmt3(xfrmt ,0)

call psici(2)

call pexst(l)

C sphere 3

call pbltm3(0.0,0.0,0.0,0.0,-3.0,0.0,0.0,0.0,0.0,

1.0,1.0,1.0,errind.xfrmt)
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解　　　　説

call pslmt3(xfrmt ,0)

call psici(3)

call pexst(l)

call pclst

これを少し抽象的にまとめると次のようになる。

呼び出されたストラクチャの座標系と属性がそれぞれ呼び出す側のそれを引き継いでいることに注意

すること。

このようにストラクチャは一般に互いの「呼び出し」によってストラクチャのネットワークを作って

いる。このネットワークを管理するのがCSSである。

2.3.5　ラベル

ラベルはストラクチャの瑞集の時に効果を発揮する。ストラクチャ内のポインタの役割と併せて3.3で

説明する。

3　ストラクチャの編集

3.1　ストラクチャの編集とは

今までも「ストラクチャの編集」という言葉を何気なく用いてきたが、ここで「猫集」ということを

まとめてみよう。

PHIGSではストラクチャの瑞集機能として以下のものを用意している。

1.猫集モードの設定

2.ポインタの設定

3.ラベルづけ

4.要素の挿入/置換!削除

5.ストラクチャ問の要素コピー

6.ストラクチャ削除

7.ストラクチャ改名

8.その他

九州大学大型計算機センター広報
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pHIGS89概説(Ⅲ)

ここでは前節で作った水分子の模型を対象に上の機能のうち主なものをざっと眺めることにしよう。

ストラクチャが開かれている時、その状態はそのストラクチャ内の要素の並びと、そのうちのどれを

「指して」いるかを示すポインタで記述される。例えば、水分子模型を定義するストラクチャを定義し

終って閉じる直前、ストラクチャは前節の要素の並び、ポインタは最後の要素を指している。

例4 (ストラクチャwaterを閉じる直前の状態)

1　2
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3.2　編集モードの設定

PSEDM(Phigs Set EDit Mode)

PSEDM (edmode)

integer edmode

編集はポインタの指す要素を対象にして行なう。要素を書き込む場合、ポインタの指す要素のr後ろ

に挿入(挿入モード-0)」するか、 「置換(置換モード=1)」するかのモード選択を行なう。デフォルト

は挿入モードである。

3.3　ラベルとポインタの設定

ストラクチャを開いた直後、ポインタはストラクチャの最後の要素を指す　PHIGSでは最初の要素

に番号1を割り振る。ポインタ0は先頭の要素の前を指すことになる0

PSEP(Phigs Set Element Pointer)

PSEP (pointer)

integer pointer

call psep(O)はストラクチャの先頭にポインタを設定することを意味することになる　PSEPを

使って良いのはこの場合だけである。後は(後述の)ラベルとそこからのオフセットによってポインタを

動かすべきである。

さて、ストラクチャにはラベルを書き込むことができる。ラベルが指定されていれば要素はラベルと

そこからのオフセットによって指定できる　PSEPのように絶対番値を指定すると、ポインタの管理が

大変になる。

PLB(Phigs LaBel)

PLB(label)

integer label
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解　　　　説

ラベルを書き込む。

PSEPLB(Phigs Set Element Pointer at LaBel)

PSEPLB (label)

integer label

ラベルIabelまで飛ぶ。ただしwrap-aroundしない。

POSEP(Phigs O庁Set Element Pointer)

POSEP (offset)

integer offset

現在のポインタ位置からoffsetぷんだけポインタをずらす。

さて、水分子模型を定義し直すことにする　0,H,ポンドにそれぞれラベルを設定することにする。

結果のストラクチャは以下の通り。これはプログラムB内のストラクチャwaterを正確に反映して

いる。

3.4　要素の挿入/置換/削除

水分子模型を例にとって考えよう。ここでは水分子模型を開いて、酸素原子部分に注釈をいれること

を考える。

以下のプログラム断片を考える。まずストラクチャwaterを開く。ストラクチャを開いた直後の状

態は図2-1のとおり。

次にポインタを先東に持ってきて(PSEP(O))、ラベルspho-f lまでポインタを移す(PSEPLB(spho)

+ POSEP(l))c　さらに注釈文字列を挿入する(PATR3(座標'oxYGENり)。ここまで実行した時のスト
ラクチャの状態は図2-2のようになる。

POPST(water)

PSEP(O)

PSEPLB (spho)

POSEPく1)

PSTXCK甘hite )

PATR3(座標、　oxYGEN')

九州大学大型計算枚センター広報
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PHIGS89概説(‡)

さて、プログラムBでは対話的に注釈文字列の変更ができるようになっている。これに対応するプ

ログラムの断片は以下のようになる1。

まず、綜集モードを置換モードに変換する(PSEDM(subst))eそしてPATR3(座標、 STR)を実行す

るとポインタ部分の要素(注釈文字列)やPATR3(座標、 STR)の実行結果で置換される。ここまで実行
した時のストラクチャの状態は図2-3のようになる。

PSEDM (subst)

文字列入力の設定

1000 STR =入力文字列

PATR3(座標、 STR)

goto 1000

最後に注釈文字列を削除することにする。サブルーチンPDEL(Phigs Delete Element)がこれに対

応する。実行後、ポインタは削除対象の要素の一つ前を指す。

PDEL

最終的には図2-4のようになる。コードとしてはBの後半部分がこれらに対応する。

3.5　その他

その他、以下に示すようなサブルーチンが用意されている。

3.5.1　ストラクチャ要素のコビー

ストラクチャを指定してその中の要素をコピーする。コピー後のポインタは複写されたもののうち、

最後の要素に移る。

PCELST(Phigs Copy all ELements from STructure)

3.5.2　ストラクチャ要素の範国指定削除

二つのポインタ、またはラベルを指定してその範囲にある要素を全部削除する。

PDELRA(Phigs Delete ELement RAnge)

PDELLB(Phigs Delete ELements between LaBels)

3.5.3　ストラクチャ全要素削除

PEMST(Phigs EMpty STructre)

3.6　ストラクチャを対象にした編集

今まではストラクチャの要素を対象にした綜集のみを説明してきたが、 CSSつまりストラクチャの

ネットワークを対象にした瑞集もできる。

3.6.1　ストラクチャ削除

PDST(Phigs Delete STructure)

ストラクチャを指定して削除する。

1入力部分は4節で説明するのでここでは放れない。
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解 読

1.ストラクチャを開いた直後

3.注釈文字列の置換

九州大学大型計算機センター広報
Vol.25 No.6 1992

2.注釈文字列の挿入

4.注釈文字列の削除

図2:ストラクチャの瑞集例
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PHIGS 89概説(Ⅱ)

3.6.2　ストラクチャネットワーク削除

PDSN(Phigs Delete Structure Network)

ストラクチャを指定して削除する　PDSTとの違いはwaterを例にとると、 pdst(water)で削除さ

れるのはwaterのみだが、 pdsn(water)とすると、 waterの中から呼び出されているストラクチャ

sphも同時に削除されることである。

3.6.3　全ストラクチャ削除

PDAS(Phigs Delete All Structres)

それぞれについての詳細はマニュアルを参照すること。

4　ワークステーションとデータの入出力

PHIGSで言う「ワークステーション」とは物理デバイスを抽象化したものである。 PHIGSは入出

力をこの抽象化された「ワークステーション」を対象として行なう。それを現実の図形入出力に対応さ

せるのはPHIGSシステムの実現の問題である。ワークステーションには大別して次の4種類がある。

入出力ワークステーションデータの入力と図形出力を併せてできるデバイス。センター設置のF6247

ディスプレイシステムはこれに相当する。ディスプレイに図形出力ができ、なおかつキーボード、

タブレットを通じてデータの入力ができる。

出力ワークステーション図形出力のみできるもの。例えばプリンタはこれに対応する。九大センター

MSPのPHIGSではこれはサポートされていない。

入力ワークステーションデータ入力のみできるもの。デジタイザなど。九大センターMSPのPHIGS

ではこれはサポートされていない。

メタファイル入力/出力データセット(メタファイル)を通じて図形データの入出力を行なうもの。

九大センターではPHIGS専用端末として入出力ワークステーションであるF6247ディスプレイシ

ステム、さらにメタファイル入力/出力をサポートしている。

以下、具体的にF6247ディスプレイシステムとメタファイルについての解説をする。

5　F6247ディスプレイシステムでの入出力

今までは図形出力のみの説明をしてきたのでここではF6247システムのもう一つの機能であるデー

タ入力の方法のみを説明する。

前回すでに触れたが、 F6247ディスプレイシステムを利用するにはプログラム側で以下のようにす

る。

POPWKCwkid, 1, 1)

上のように指定しておけばphigs89コマンドがF6247システムとのインターフェイスを取ってくれ

る。

5.1　データ入力

センター設置のF6247システムでは入力デバイスとしてキーボードとタブレットを用意している。

PHIGSでは入力を表2の6種類に分けている。さらに入力モードとして要求入力、サンプリング

入力、イベント入力の3種類がある。データ入力をするためには装置の1.初期化と2.人カモード選択

をしなければならない。以下では文字列入力を例にとって具体的に説明する。さらに実際のプログラム

Bを必要に応じて引用することにする。

残りの入力については省略するが骨格は変わらないので類推は容易にできるはずである。
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表2:入力の種類と対応する入力装置

5.2　位置入力の初期化

F6247システムでは以下のようにする。

PINST3(Phigs INiti誠ze STring 3)

pinst3(wkid, stdnr, lstr, initstr, pet, evol, ldr, datrec)

integer wkid,stdnr,lstr

character*(*) str

integer pet

read evol(6)

integer ldr

character*80 datrec (ldr)

wkidには使用中のワークステーションのIDを指定する　stdnrはキーボードに対応する装置番号

(F6247の場合1)を指定する。 strは初期文字列を長さ(lstr)とともに指定する　petはプロンプト

エコータイプを指定する。この場合1に固定すること。 evolはエコーボリュームを指定する。エコー

ボリュームはエコーの表示額域を装置座標系で指定する。この説明は座標系の理解が必要なのでとりあ

えず詳細は省略する。次回以降座標系の説明をしたあとに必要に応じて説明しよう　datrecは上で指

定し切れない細かい指定をするために確保されている。詳細はマニュアル参照。ただし、具体例を載せ

るのでそれを真似すれば大体のところは間に合う。

Idr,datrecはユーティリティサブルーチンPPRECを使って作る0

プログラム例Bで該当する部分を抜きだそう。

integer f6247 ,keyb

parameter (f6247=1. keyb= l)

character*80　chars

data chars/ SOME MOLECULE'/

integer ia(2) ,ldr,

character*80 datrec(l)

data ia/80,1/

real evol(6)

data evol/0.0,1023.0,0.0,50.0,0.0,32767.0/
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call pprec(2,ia,0,0tOf0,0 ,l,errind,ldr,datrec)

call pinst3(f6247,koyb , 13 ,chars ,

l.evol.ldr, datrec)

C

さて初期化は済んだ。

5.3　人カモードの設定

次にすべきは入力モードの設定であるoモード設定はサブルーチンPSSTM(Phigs SetSTringMode)
で行なう。

PSSTMQwkid, stdnr, mode, esw)

integer wkid,stdnr,mode,esw

入力モードには要求入力(0)、サンプリング(1)、イベント入力(2)の3種類があり、 modeで指定

する　esvは入力をエコーするか(1)しないか(0)を指定する。
Bにおいて対応する部分を抜き出す。

call psstm(f6247 ,keyb,pevent ,pecho)

5.4　データ入力

入力モードによって変化する。入力モードが要求入力かサンプリング入力の場合は以下のサブルーチ

ンを呼び出すだけである。

1.要求入力の場合。

PRQSTCwkid, stdnr, stat, lostr.str)

PRQSTの実行によりプログラムは入力待ちになる。返ってきた時にstatに入力状態(中断/完了)
が、 strに入力文字列が入る。

プログラム例Aは選択値入力の例になっている。

2.サンプリング入力の場合。

PSMST(wkid, stdnr, lostr,str)

strに入力文字列が入る。

イベント入力の場合は以下のようにする。

骨格は

1.イベント待ち状態に入る。

PWAIT(timeout, wkid, icl, idnr)

real timeout

integer wkid, icl, i血

timeoutはタイムアウトの間柄を指定する。
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2.イベント通知を受けとる。

表3:イベントの種類と対応する入力関数

PWAITから戻ってきた時にiclにイベントの種類、 idnrにそのイペ

ントが発生した装置番号が入っている。

3.イベントの種類に応じて対応する入力サブルーチンを起動する。具体的には表3参照

プログラム例Bで対応する部分を抜き出す。

1000 call pwait(30.0, f6247, id, idnr)

if (icl .eq. pnclas) goto 2000

call pgtst(lostr,str)

6　メタファイルを用いた入出力

センター娃供のPHIGSではF6247システムの他にメタファイルという形でデータセットを通じて

PHIGSのデータを読み書きできるようになっている。

6.1　メタファイルへの出力

メタファイル出力をするためにはまずTSS側で以下のような環境設定をする。

6.1.1　ワークステーション型定義ファイルの用意

ワークステーションの型を指定する。まずFB形式、レコード長80バイト、プロッタ長3120バイ

トのデータセットを用意する。名前は仮にWSK.DATAとでもしておこう。内容は次のようにする。

READY

list wsk.data

A79999A. WSK. DATA

WSTOOOl=3;

1 :30402000;

2:10100000;

3 : 10002000;

END OF DATA

READY
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wSTOOOl=3の`3'は定義された型の稔数を表す　POPWKの第3引数で指定する「ワークステーショ

ン型」はこのデータセットで記述する。例えばこの環境下で型として`3'を指定した時、これは。10002000'

のことである。

これ以外の指定をする時にはマジックナンバーの意味を知る必要がある。本箱では省略する。知りた

い読者はマニュアルを参照すること。

6.1.2　データセットの用意

次にメタファイルに対応させるデータセットを用意する。形式は以下の通り。

PHIGS89コマンド実行前に次のようにして環境設定をする。ここではメタファイル用のデータセッ

ト形式はFBということにする。

READY

alloc f(phgenv) da(wsk.data)

READY

attr phgatr block(3120) lrecl(80) rec(F B) ds(PS)

READY

alloc f(ft02fOOl) da(meta.data) new using(phgatr)

READY

6.1.3　プログラム側での用意

PHIGSのプログラム側で以下のようなプログラムを書いたとする。

call popwk(meta, 2, 3)

ここではPoPwKの第2引致と第3引数が以下の意味を持っている。

1.第2引致の`2'はメタファイルとして割り当てたデータセットの機番FT02FOOlの`2'であり、

2.第3引数の`3'はwsk.dataに記述されたワークステーション塑`3'のことである。

ここまでの環境設定が原調にいけばプログラムでワークステーションmetaへ「ポスト」すること

がMSPの世界でデータセットmeta.data-昏き込むことに対応することになる。

6.2　メタファイルからの入力

メタファイルを入力として用いる場合のワークステーション塾は`10100000'に対応すること。前述

の環境では以下のようにする。あとの設定は出力と同一。

call popwk(meta, 2, 2)
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メタファイルから各データ(項目)を読み込んで解釈するために以下のサブルーチンが珪供されてい
る。詳細は省略する。マニュアル参照。

7　プリンタへの出力

センターのPHIGS七はプ1)ンタに対応するワークステーションが提供されていないので印刷はPHIGS

の枠内ではできなi、。ただし、以下の方法で「プリンタへの出力」ができる。

センターF6247附属のカラーハ-ドコピー装置を利用する

これが一番街単である。センター2階に来ればすべてが理解できる。

GKSがプリンタ出力可能であることを利用する

PHIGSと異なり、 GKSではプリンタ出力をサポートしている。しかも都合のよいことにメタ

ファイルの形式に互換性がある。従って、 PHIGSで作ったメタファイルをGKSで読みだし、プ

リンタへ出力することができる。詳細は【1】を参照。

付録Cにメタファイルを読み込んで出力するプログラムのプロトタイプを載せるので参照されたい。

なおこれは本センター山番僧広氏の提供による。

8　おわりに

今回も複数の話題を駆け足で説明する形になってしまった。プログラミングに重点を置いているの

で説明がどうしてもad-hocになり、体系的な説明を求める読者にはわかりづらいものになったかもし

れない。次回は座標系の話をする予定であるが、一段落したら説明を登理することを試みることにしよ

う。

参考文献

【1】膚倉他, 「グラフィックツールによる図形出力ガイド」 ,広報Vol.23,No.4, 1990, pp. 323-386.

【21佐藤周行, 「PHIGS89概説(II)」 ,広報Vol. 25, No.5, 1992, pp. 393-404.
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付銀:プログラム例

A　☆型を描画する

以下のプログラムは☆型を措酉するものである。 F6247

上で実行する。絵が出て来たら5回PFキーかENTERキー

を押すと、座榎系を変換しながら☆を書いていく様子が観察

できる(図A参照)。

特赦は

1・モデリング座標系の変換の例になっている(例2参

照)

2.要求入力モードでのキーボードからの入力の例になっ

ている(5.4参照)

3・固形を対話的に編集する例になっている(2.2参照)

ところである。

prograa stargrm

C parameter

integer pfkey,王6247 ,axis ,star

integer replace ,after,red,yellow

real PI

parameter (pfkey-l , f6247事1 , axis=l , star=2 ,

replace=2, after=O ,

red暮2 ,ye-llow<3 ,PI=3. 141 5926535)

C echo voluhe etc.

C -- magic data for the PF keys in PIIZGS

real evol(6)

call ppl3(3,xarx,xary,tsozero)

call ppl3 (3 ,xary,xarx, twozero)

call psatch(0.03)

call patr3(l.0,0.0,0.0,0.03,0.03,0.03, 'X')

call patr3(0.0,1.0,0.0,0.03,0.03,0.03, 'Y')

call patr3(0.0,0.0,0.0,0.03,0.03,0.03, '0')

call pclst

C

C end of def. ot axis

C

call pbltm3(0.0,0.0,0.0,0.4,0.7,0.0.

0.0,0.0,0.0,0.15,0.15,1.0,errind,xfrmti)

call pbltm3(0.0,0.0,0.0,2.0,0.0,0.0,0.0,0.0,

1.2 * PI, l.O.l.O.l.O.errind.xfrmt)

C draw a star

call popst(star)

call ppost(f6247,star,1.0)

c

C star is under posting,

C so we can draw star interactively.

C

call ppreccl ,ia,0,0,0,0,0,2,errind.ldr.datrec)

call pinch3(f6247,pfkey, l. l. l.evol.ldr.datrec)

call pslmt3(xfrati,replace)

C

C draw a unit line, transform the coordinate system,

C draw a unit line again,

data evol/O.0,1023.0,0.0,1023.0,0.0,32767.0/ C

integer ia(l)

data ia/O/

integer errind, ldr, stat , chnr

character*80 datrec (2)

C coordinates

real xaix(2) ,yaxy(2) ,uliner(2)

real xarx(3) ,xary(3) ,twozero(2)

data zaxz/-1.0,1.0/,yaxy/-l.0, 1.0/

data ulinex/0.0,2.0/

data zarx/-0.05,0.0,0.05/ ,xary/0.9,1.0,0.9/

data twozero/0.0,0.0/

c

C transforaation Matrix

c

real xfrat(4,4) ,xfrati(4,4)

C

C open PHIGS ai血 F6247

c

call popph(99,0)

call popwk(f6247, 1,1)

c

C define axis

c

call popst(axis)

call ppl3(2 ,xaxx, tvozero ,tvozero)

call ppl3(2,twozero,yaxy ,twozero)

do 100 ill,5

call pslwsc(5.0)

call psplci(red)

cadi ppl3(2>ulinex,tvozero,toozero)

call pslssc(l.O)

call psplci(yellow)

call pstxci(yellos)

call pexst (axis)

call prqch(f6247 ,pfkey , stat. chi汀)

call pdel

call pslmt3(xfmt.after)

100　continue

C

call prqch(f6247 ,pfkey ,stat. chi旺)

call pclst

c

C epilogue

C

call pclHk(f6247)

call pclph

8tOP

呂Rf.1
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B　水分子模型を作る

以下のプログラムは水分子の横型を作成、描画するもの

である　F6247上で実行する。絵が出て来たら文字列の入

力待ちになり、入力された文字列が注求文字列として画面に

反映される。なお、分子の大きさの比は見やすさのためにデ

フォルメしてある(図B参照)。

特赦は

1.自明でないストラクチャネットワークの例になってい

る(2.3.4参周)

2.ストラクチャ編集の例になっている(3参照)

3.イベント入力モードでのキーボードからの入力の例に

なっている(5.4参照)

ところである。

PROGRAM sphere

param e t ers

integer water, sph.spho. sphhO.sphhl

integer f6247,keyb', subst

parameter (sph=1 ,甘ater=2 ,

spho- l. sphhO葛2 , sphhl巳3 )

parameter (ま6247-1 , keyb=l ,subst=l)

integer replace, after, yellow, red, white

parameter (replace-2 , aft er=O ,

yelloH=3 ,red=2 , white=7)

real pi

parameter (pi=3. 1415926535)

integer pnclas.pecho.pevent

par姐eter (pnclas=O ,pecho=l ,peventォ=2)

>

C magic data for string input

C

character*80　chars

data chars/ISO肥MOLECULE'/

integer ldr, ia(2)

character*80 datrec ( l)

integer l血r.icl

integer lo8tr

character*80　str

C

real e▼01(6)

data evol/O.0,1023.0,0.0,50.0,0.0,32767.0/

data ia/80,1/

C

real fax(lOOO) ,lay(1000) ,faz(1000)

real ej ,ejp,ex,eip

C

C for bond

C

real pplx<2) ,pply(2) ,pplz(2)

integer ixa(250)

integer npl

C

九州大学大型計算機センター広報
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C n number of partitions

C the larger n, the finer sphere you get

c

integer, n

real theta

real xfrmt(4,4)

integer errind

lO

tbeta -pi / A

C

npl-n*n詛2

do lOOiォ0, 2*n-1

do 100 lサ0, n-1

ej * j * theta

ejp一(j+1) * theta

ei　一まi　*　theta

eipォ(i+1) * theta

c

C fax -X-coordinate o王aくunit> sphere

fazく4*(i*n+j) ◆ 1)蝣sin(ej) * cos(ei)

fax(4ォ(i*n+j) ◆ 2)蝣= sin(ejp)* cos(ei)

fax(小(i*n+j) ◆ 3) " sin(ejp)事cos(eip)

fax(4*(i*n+j) ◆ 4)蝣sin(ej)詛cos(eip)

C fay -Y-coordinate of a <unxt> shpere

fay(4*(i*n+j) ◆ 1) * sin(ej) * sin(ei)

fay(4*(i*n+j) ◆ 2) - sin(ejp)* sin(ei)

fay(4*(i*n+j) ◆ 3)考sin(ejp)* sin(eip)

fay(4*(i*n+j) ◆ 4)ォsin(ej)詛sin(eip)

C fazーーZ-coordinate of aくunit> sphere

faz(4*(i*n+j) ◆ 1)蝣cos(ej)

faz(4*(i*n◆j) ◆ 2)ォcos(ejp)

faz(4*(i*n+j) ◆ 3) * cos(ejp)

faz(4*(i*n+j) + 4)ォcos(ej)

100　continue

C

c

do 200 i - l.npl

iza(i)・サ4 * i

200　continue

c

C open plugs

c

call popph(99,0)

call popwk(f6247,1,1)

c

C define a unit sphere

C

call popst(sph)

call pfas3(npl ,iェa,fax,fay,faz)

call pclst

c

C end of def. of a ux止t shpere

C

pplx(l)一0.0
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pply(l) - 0.0

pplz(l)一0・O

pplx(2) - sqrn(3.0)

pply(2) - 1.0

pplz(2) - 0.0

c

C open structure water

c

call pbltォ3(0.0,0.0,0.0,0.5,0.5,0.5,

1.0,0.0,0.6,0.1,0.1,0.1,errind,rfrmt)

call popst(vater)

>

C SPHere Oxygen

c

C because the structre sph is a unit shere,

C you Bust set the size and the coordinates

C aanually if you put sph in any sxze

C and in any position.

C

call psl▲t3(rfrat.replace)

call plb(spho)

call psici(yellow)

call pexst (sph)

c

C bond 1

C

cadi pslwsc(5.0)

call psplci(shite)

call pp13(2,pplx,pply,pplz)

C

C bond　2

C

pply(2) - -1.0

call ppl3(2,pplx,pply,pplz)

c

C SPHere Hydrogen 0

C

call pbltォ3(0.0,0.0,0.0,sqrt<3.0) ,1.0,0.0,

0.0,0.0,0.0,0.66,0.66,0.66,errand,xfnnt)

call pslat3(xfrat , after)

call plb(sphhO)

call psici(red)

call pexst (sph)

c

c SP拭ere Hydrogen 1

C

call pblt*3(0.0,0.0,0.0,

0.0,Bqrt(3.0)/0.66,0.0,0.0,0.0,0.0,

1.0,1.0,1.0,errind.xfrat)

call pslat3(xfrut ,after)

call plb(sphhl)

call psici(red)

call pezst (sph)

call pclst

c

C post spheres

c

call pprec(2,ia,0,0,0,0,0,l,errind,ldr,datrec)

call pinst3(f6247,keyb.13, 'SOME MOIヱCOLE',

l.evol.ldr, datrec)

C

C an example of input

C

call popst(water)

call ppost (f6247,water, 1.0)

call psep(O)

call pseplb(spho)

call posep(l)

call pstxci(shite)

>

C initial annotation text is OXYGE甘

C

call patr3(0.0,0.0,0.0,-0.1,0.1,0.2, 'OXYGE∬')

call pse血(subst)

call psstm(16247.keyb.pe▼ent.pecho)

1000 call pwait(30.0, 16247, id, i血r)

if (icl.eq. pnclas) goto 2000

C

C then get string tnetracti▼ely froォthe keyboard.

c

call pgtst(lostr,str)

C

chars(1:lostr) - 8tr(l:lostr)

call patr3(0.0,0.0,0.0,-0.1,0.1,0.22,chars)

goto 1000

2000　continue

call pdel

call pclst

C

C epilogue

c

call pclHk(f6247)

call pclph

stop

end
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C　メタファイルを　GKS　を通して出力す

る

以下のプログラムはメタファイルを読み込んで各種ワー

クステーションに出力するGKSのプログラムである。 GKS

ではPHIGSと異なり、ワークステーションとしてVDSや

プリンタが用意されている。このプログラムはワークステー

ションを対岳的に選択できるようになっている。

parameter (lendiォォ80)

integer wkid,itype,ldr,8tat

integer could, Htype , Hkid2 ,conimf ,mi

character*8　char

real window(4) ,viespt(4)

data skid,conid.wtype/l , 1 ,1/

data vkid2,coniatf.ai/2,2,2

data window/0.0,30.0,0.0,30.0/

data viewpt/O.0,1.0,0.0,1.0/

character datrec*80 (lendim)

C

call gopks(0,l)

call gopvk(Bkid2 , coninf ,ォi)

call gopwk(skid ,conid,wtype)

call gacwk(wkid2)

call gacvk(vkid)

call gswnd ,window(1).window(2) ,

window(3).window (4) )

call gsvp(1,viespt(1) ,vievpt(2) ,

vieopt(3) ,vieBpt(4))

call gselnt(l)

1000 cont血e

call ggtitn(wkid2 , itype , ldr)

if (ityP eq. 0) goto 9000

if (itype.eq. 100) then

call grditm(skid2 , 0 , lendiォ,datrec)

else if (ldr.gt. lendia*80) then

call grditm(skid2 ,0 , lendiサ,datrec)

else

call騨dita(vkid2 ,ldr, lendim,datrec)

call giitォ(ityj柏,ldr ,lendiB,血tree)

endi王

goto 1000

9000 continue

call grqch(l ,l ,8tat ,char)

call gdaォk(ォkid2)

call gdawk(wkid)

call gclBk(wkid2)

call gclvkくrtid)

call gclks

3Eは

3^1
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